
生物における光の利用生物における光の利用

今元　泰

奈良先端科学技術大学院大学

物質創成科学研究科



蛋白質とは蛋白質とは……

乾燥重量の半分以上

細胞の形・構造の決定

分子認識・触媒作用

20種類のアミノ酸の直鎖
一定のコンホメーション（形）

水溶性蛋白質と膜蛋白質

遺伝子情報に基づいて合成



蛋白質の利用蛋白質の利用

工業用酵素（食品加工）

薬剤（インシュリン）

洗剤（酵素パワー）



遺伝子情報遺伝子情報

遺伝子の情報

GATCGATCCTGCTAATCCTGC...　4進数
= 64通り2ビット1コドン

20種類のアミノ酸をカバーできる

コンピュータの情報

0100111010101110010110101...　2進数
1ビット = 256通り8ビット=1バイト



いろいろな生物のゲノムサイズいろいろな生物のゲノムサイズ

バイト塩基対

1.2ギガ50億バッタ

DVD4.8ギガ200億コムギ

23.8メガ1億ショウジョウバエ

フロッピー1.2メガ500万大腸菌

CD715メガ30億ヒト

大きさの目安
ゲノムサイズ

生物種

重合速度＝重合速度＝5050（動物）～（動物）～500500（バクテリア）塩基／秒（バクテリア）塩基／秒

＝＝1010～～100100バイト／秒バイト／秒



遺伝子から蛋白質へ遺伝子から蛋白質へ

U UC U UG A C G A G A G C A C

リボソーム

伸長中のポリペプチド鎖

転写

遺伝子DNA mRNA

伸長の終わったポリペプチド鎖

折り畳み

機能発現

代謝反応
シグナル伝達
免疫反応
エネルギー変換
物質輸送
細胞運動 etc.

これが
予測困難



ビタミンビタミンAAと誘導体と誘導体
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色覚とは何か色覚とは何か
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波長と色波長と色

700600500400

波長（ナノ・メートル）

太陽光

電球

蛍光灯

LED



色素色と構造色色素色と構造色

タマムシ、カナブン、モルフォチョウ

クジャクの羽

オパール

シャボン玉、油膜

色のないものに
色がつく



色素色と構造色色素色と構造色

色素色 構造色

吸収吸収

光を吸収すると
化学反応が起こる

光を吸収しないので
退色しない



好塩菌のレチナール蛋白質好塩菌のレチナール蛋白質

bR (バクテリオロドプシン)
hR (ハロロドプシン)
sR (センサリーロドプシン)
S373 (sRの光反応中間体) ：光センサー（負の光走性）
pR (フォボロドプシン)

：プロトンポンプ
：クロライドポンプ
：光センサー（正の光走性）

：光センサー（負の光走性）
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